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「動物生態学実験」

良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・どんな結果が出るかわからないこと、うまくいったら実

際の研究にも役立ち得ることを自分たちで考えながら実

験できて、おもしろかった。

インゲンゾウムシを使った実験も、マルハナバチを使った実験も、学生達の努力で、どちらも予想以上に面白い結果を

出してくれました。

・話す時間にもう少し余裕を持ってほしかった。�

・進むのが早い。�

・早すぎる。

良い 普通 良くない

4 00

興味深さ

良い 普通 良くない

3 01

分かり易さ

良い 普通 良くない

2 02

話し方・速度

良い 普通 良くない

0 04

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

1 03

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

2 02

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

4 00

あなた自身の
満足度
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